
 

 

 

2 月から 11 月までの月間最優秀賞をお読みいただき、年間最優秀作品を 1 作品

お選びください。Web及び投票箱にて投票できます。 

投票は、3/31（土）～4/7（土）20時までとなります。 

 

投票はこちらから https://goo.gl/forms/Ag48BbVHG0kNVoM62 

（3/31以降、Googleの投稿フォームに遷移します） 

 

2月月間最優秀作 『あご出汁の味噌汁』小檜山 長代（対象地区：九州・沖縄） 

 

3月月間最優秀作 『はれの日の朝』有坂 尚子（対象地区：東北） 

 

4月月間最優秀作 『マモル』山下エリカ（対象地区：東京） 

 

5月月間最優秀賞 『かかの醤油おこわ』田中理恵（対象地区：北陸・甲信越） 

 

6月月間最優秀賞 『ふくの料理』横内 治（対象地区：中国地方） 

 

7月月間最優秀賞 『酪農一家のイクラ丼』三浦優子（対象地区：北海道） 

 

8月月間最優秀賞 『小正月』北辻 類（対象地区：近畿） 

 

9月月間最優秀賞 『正しい帽子パンの食べ方』朱花かの子さん（対象地区：四国） 

 

10月月間最優秀賞 『似たもの同士』萩原幸子さん（対象地区：東海） 

 

11月月間最優秀賞 『抑えきれない郷土愛』西出拓也（対象地区：関東 東京を除く） 

https://goo.gl/forms/Ag48BbVHG0kNVoM62
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆２月 九州・沖縄地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

審
査
結
果
発
表

最
終
審
査
評

　

２
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
１
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
九
州
・
沖
縄
）
は
、
応
募
総
数
２
１
７
編

を
集
め
た
。

　

対
象
地
区
別
の
内
訳
は
福
岡
58
編
、
佐
賀
６
編
、

長
﨑
16
編
、
熊
本
20
編
、
大
分
16
編
、
宮
崎
12
編
、

鹿
児
島
23
編
、
沖
縄
63
編
、
不
明
３
編
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
か
ら
左
記
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
九
州

出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
柏
田
道
夫
氏
が
行
い
、

最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
柏
田
道
夫
氏
の

審
査
評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
３
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
東
北
地
区
」

の
審
査(

最
終
審
査
員
は
山
形
出
身
の
あ
べ
美
佳
氏)

は
５
月
28
日
に
発
行
と
な
る
弊
誌
６
月
号
誌
上
に
て

発
表
さ
れ
る
。

　

最
終
に
残
っ
た
12
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
し
ろ
さ

で
し
た
が
、
突
出
し
た
作
品
は
な
く
迷
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
が
５
作
（
ナ
ー
ベ
ラ
ン
ブ
シ
ー
、
人
参
し
り

し
り
、
タ
コ
、
黒
牛
の
握
り
、
タ
コ
ラ
イ
ス
）
で
、

福
岡
４
作
（
じ
ん
だ
煮
、
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
、
め
ん
た

い
こ
、
が
め
煮
）、
宮
崎
２
作
（
黒
豚
、
冷
や
汁
）
で
、

最
優
秀
に
選
ん
だ
長
崎
が
１
作
で
し
た
。

　

凝
っ
た
設
定
作
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
意
味

一
番
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
父
と
娘
の
『
あ
ご
出
汁
の

味
噌
汁
』
を
最
優
秀
に
選
び
ま
し
た
。
平
戸
弁
の
素

朴
さ
、
風
景
と
人
物
が
そ
の
ま
ま
味
噌
汁
の
味
わ
い

と
な
っ
て
か
も
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

次
点
は『
カ
ジ
フ
チ
の
夜
』（
雰
囲
気
は
い
い
が「
カ

ジ
フ
チ
」
と
い
う
方
言
の
意
味
を
分
か
ら
せ
た
い
）

と
、『
閉
め
の
一
杯
』（
設
定
は
い
い
が
、高
校
生
カ
ッ

プ
ル
の
使
い
方
が
イ
マ
イ
チ
）。

　

若
干
気
に
な
っ
た
の
は
、
主
人
公
と
か
ら
む
脇
が
、

い
わ
ゆ
る
便
利
キ
ャ
ラ
に
な
っ
て
い
て
、
ゆ
え
の
長

め
の
説
明
セ
リ
フ
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
応

募
さ
れ
る
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
九
州
・
沖
縄
地
区
」

風
景
と
人
物
が

そ
の
ま
ま
味
噌
汁
の
味
わ
い
に

柏
田
道
夫

（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
／
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
講
師
）

『
カ
ジ
フ
チ
の
夜
』（
沖
縄
）

『
タ
コ
の
ス
ミ
に
染
ま
る
ま
で
』（
沖
縄
）

『
閉
め
の
一
杯
』（
福
岡
）

『
変
身
ナ
ー
ベ
ラ
ー
』（
沖
縄
）

『
し
り
し
り
の
音
』（
沖
縄
）

『
エ
ア
ー
じ
ん
だ
煮
』（
福
岡
）

『
豚
で
も
騎
士
』（
宮
崎
）

『
こ
こ
ろ
残
り
、
め
ん
た
い
残
し
。』（
福
岡
）

『
あ
ご
出
汁
の
味
噌
汁
』（
長
﨑
）

『
夏
は
冷
や
汁
』（
宮
崎
）

『
な
ん
く
る
な
い
さ
』（
沖
縄
）

『
が
め
煮
の
花
人
参
』（
福
岡
）

大
槻
　
　
聡

美
　
苗

安
立
　
真
梨

岡
部
　
法
香

遠
藤
　
政
孝

た
ぬ
き
た
ぬ
こ

千
葉
　
亜
紀

宮
寺
　
信
之

小
檜
山
長
代

朝
宮
　
　
馨

常
楽
　
雛
子

小
泉
理
恵
子

（
以
上
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
地
域
名
）

★
２
月
月
間
最
優
秀
作

『
あ
ご
出
汁
の
味
噌
汁
』
小
檜
山
　

長
代

長
崎
県
平
戸
市
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〈
人　
　

物
〉

青
崎　

悟
（
55
）

青
崎
日ひ

葵ま
り

（
28
）

○
平
戸
市
前
津
吉
港
（
早
朝
）

朝
焼
け
の
海
。
漁
船
が
沖
か
ら
帰
っ
て
く
る
。

Ｔ
・
長
崎
県
平
戸
市

色
黒
で
無
骨
な
漁
師
、
青
崎
悟
（
55
）
が
漁

船
か
ら
降
り
て
く
る
。

○
青
崎
家
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
朝
）

朝
食
中
の
悟
と
青
崎
日
葵
（
28
）。

日
葵
「
味
噌
汁
用
の
焼
き
あ
ご
は
あ
の
棚
に
あ
る
け

ん
、
夜
の
う
ち
鍋
に
入
れ
て
出
汁
と
る
ご
と
ね
」

悟
「
あ
あ
」

日
葵
「
あ
ご
の
獲
れ
た
ら
加
工
し
て
送
っ
て
よ
。
焼

き
あ
ご
は
平
戸
し
か
な
か
や
ろ
ね
」

悟
「
あ
あ
」

日
葵
「
東
京
の
住
所
わ
か
っ
と
る
よ
ね
？　

味
噌
汁

は
母
さ
ん
伝
授
の
あ
ご
出
汁
じ
ゃ
な
か
ら
ん
ば
ダ

メ
と
け
ん
さ
」

悟
「
…
…
あ
の
な
、
日
葵
」

と
何
か
言
い
た
そ
う
に
す
る
が
、
紛
ら
わ
す

よ
う
に
慌
て
て
味
噌
汁
を
す
す
る
。

悟
「（
こ
く
り
と
頷
き
）
あ
の
な
…
…
」

と
、
箸
を
置
き
何
か
言
い
た
そ
う
に
す
る
。

日
葵
「
わ
か
っ
と
る
よ
、
言
い
た
か
こ
と
…
…
」

悟
「
え
っ
？
」

日
葵
「
私
が
も
ら
い
子
だ
っ
て
こ
と
」

悟
、
驚
く
。

悟
「
い
つ
か
ら
知
っ
と
っ
た
？
」

日
葵
「
…
…
母
さ
ん
の
お
葬
式
の
時
…
…
麻
子
お
ば

ち
ゃ
ん
が
話
し
て
た
の
を
偶
然
聞
い
て
…
…
」

悟
「
…
…
す
ま
ん
や
っ
た
な
」

日
葵
「
父
さ
ん
は
自
分
の
娘
と
思
っ
て
育
て
て
く
れ

た
や
ろ
？
」

悟
「
当
た
り
前
た
い
。
大
事
な
一
人
娘
や
も
ん
」

日
葵
「
だ
け
ん
、
血
が
繋
が
っ
と
ら
ん
こ
と
は
全
然

気
に
な
ら
ん
や
っ
た
」

悟
「（
声
を
詰
ま
ら
せ
）
明
日
か
ら
寂
し
く
な
る
な
」

日
葵
「
父
さ
ん
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ね
」

悟
、
味
噌
汁
を
飲
み
干
す
。

悟
「
日
葵
の
味
噌
汁
は
母
さ
ん
と
同
じ
味
ば
い
」

日
葵
「
母
さ
ん
の
味
、
父
さ
ん
の
こ
と
、
絶
対
に
忘

れ
ん
よ
」

悟
「
あ
ご
、
い
っ
ぱ
い
獲
っ
て
送
っ
て
や
る
け
ん
」

頷
く
日
葵
の
目
に
涙
が
光
る
。

○
海

悟
の
漁
船
が
走
っ
て
い
る
。

ト
ビ
ウ
オ
が
ぴ
ょ
ん
と
飛
び
跳
ね
る
。

〈
終
〉

あご出汁の味噌汁

小檜山　長代
（作家集団Ｌ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×九州・沖縄
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆３月 東北地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

審
査
結
果
発
表

　

３
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
２
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
九
州
・
沖
縄
）
は
、
応
募
総
数
２
６
３
編

を
集
め
た
。

　

県
別
の
内
訳
は
青
森
48
編
、
岩
手
29
編
、
秋
田
45

編
、
宮
城
44
編
、
山
形
42
編
、
福
島
41
編
、
不
明
14

編
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
か
ら
左
記
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
山
形

県
出
身
の
作
家
で
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
あ
べ
美
佳

氏
が
行
い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
あ
べ
氏
の
審
査

評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
４
月
22
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
東
京
地
区
」

の
審
査
（
最
終
審
査
員
は
東
京
都
出
身
の
寺
田
敏
雄

氏
）
は
６
月
28
日
に
発
行
と
な
る
弊
誌
７
月
号
誌
上

に
て
発
表
さ
れ
る
。

（
以
上
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
地
域
名
）

★
３
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
は
れ
の
日
の
朝
』

有
坂　
尚
子

福
島
県

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
東
北
地
区
」

そ
の
先
の
希
望
が
確
か
に
あ
っ
た

　

３
・
11
絡
み
の
作
品
が
た
く
さ
ん
来
る
こ
と
は
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
日
か
ら
６
年
経
っ
て
も
、

悲
し
み
も
、
怒
り
も
、
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
受
賞
作
に
は
そ
の
先
の
「
希
望
」
が
確
か

に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
一
切
、
３
・
11
に
関
す
る

セ
リ
フ
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
今
の
生
活
も
、
過
去
に

何
が
あ
っ
た
か
も
、
す
べ
て
小
道
具
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
見
事
で
す
。
つ
つ
ま
し
く
、
た
く
ま
し
く
、

生
き
て
い
る
姉
弟
の
姿
が
、「
こ
づ
ゆ
」
と
い
う
食

べ
物
に
重
な
り
、
姉
弟
の
笑
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
…
…

そ
ん
な
素
敵
な
作
品
で
し
た
。

　

私
に
は
会
津
の
友
人
が
い
ま
す
。
作
品
に
登
場
す

る
「
こ
づ
ゆ
」
と
い
う
決
し
て
豪
華
じ
ゃ
な
い
汁
物

が
、
正
月
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
ハ
レ
の
席
で
、
な
ぜ

振
る
舞
わ
れ
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
聞
い
て
、
感
動

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
豪
華
な
も
の
は
用
意
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域

で
も
手
に
入
る
も
の
で
、
手
間
暇
か
け
て
作
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
、い
っ
ぱ
い
お
か
わ
り
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

　

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
が
、
こ
の
姉
弟
の
よ

う
に
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

あ
べ
美
佳（
作
家 

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

足
立
　
　
聡

阿
部
　
達
人

阿
部
　
理
人

遠
藤
　
政
孝

小
浦
　
花
織

鹿
野
　
純
一

田
中
　
啓
太

時
乃
　
真
帆

山
口
　
亜
紀

有
坂
　
尚
子

山
本
　
奈
奈

渡
邉
　
　
渚

『
真
っ
赤
っ
か
』（
宮
城
）

『
ぼ
く
の
う
み
』（
宮
城
）

『
幸
せ
に
し
っ
た
み
に
』（
秋
田
）

『
芋
煮
会
議
』（
山
形
）

『
離
れ
た
人
の
味
』（
山
形
）

『
入
れ
る
ん
で
す
か
、ウ
ニ
』（
青
森
）

『
返
品
』（
福
島
）

『
遠
く
へ
、
も
っ
と
遠
く
ま
で
』（
福
島
）

『
四
十
九
日
の
献
立
』（
秋
田
）

『
は
れ
の
日
の
朝
』（
福
島
）

『
お
父
さ
ん
の
味
』（
岩
手
）

『
鶴
へ
の
恩
返
し
』（
山
形
）
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〈
人　
　

物
〉

古
舘
篤
志
（
18
）
高
校
3
年
生

古
舘
真
優
（
24
）
篤
志
の
姉

○
古
い
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
外
観
（
朝
）

晴
れ
や
か
な
空
。
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
る
。

○
同
・
篤
志
と
真
優
の
部
屋
・
台
所
（
朝
）

室
内
は
２
Ｋ
の
造
り
。
古
舘
篤
志
（
18
）
が

ス
ウ
ェ
ッ
ト
姿
で
料
理
し
て
い
る
。
作
っ
て

い
る
の
は
汁
物
。
左
の
部
屋
か
ら
パ
ジ
ャ
マ

姿
の
古
舘
真
優
（
24
）
が
出
て
く
る
。

真
優
「
お
は
よ
」

篤
志
「
お
は
よ
う
」

真
優
「
何
作
っ
て
ん
の
？
」

篤
志
「
ん
ー
、
う
ん
。
も
う
す
ぐ
出
来
る
か
ら
」

真
優
「
ふ
ー
ん
？
」

篤
志
、
汁
椀
に
よ
そ
っ
て
い
る
。
用
意
さ
れ

た
椀
は
四
つ
。
真
優
、
椀
の
中
身
（
豆
麩
、

人
参
、
椎
茸
、
里
芋
、
木
耳
、
糸
こ
ん
に
ゃ

く
）
を
見
て
、

真
優
「
あ
、
こ
れ
、
も
し
か
し
て
こ
づ
ゆ
？
」

篤
志
「
う
ん
、
そ
う
。
父
さ
ん
と
母
さ
ん
の
分
も
よ

そ
っ
た
か
ら
」

真
優
「
は
い
は
い
」

真
優
、
二
つ
の
汁
椀
を
持
っ
て
、
右
の
部
屋

に
入
る
。
リ
ビ
ン
グ
兼
篤
志
が
寝
起
き
し
て

い
る
部
屋
。壁
に
真
新
し
い
ス
ー
ツ
、Ｙ
シ
ャ

ツ
、
ネ
ク
タ
イ
が
掛
か
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
泥
の
汚
れ
と
ふ
や
け
が

少
し
残
る
古
い
家
族
写
真
が
飾
っ
て
あ
る
。

そ
の
前
に
椀
を
二
つ
供
え
る
。

真
優
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
篤
志
が
作
っ
た
よ
」

篤
志
、
残
り
の
椀
二
つ
を
持
っ
て
く
る
。
二

人
で
こ
た
つ
に
入
る
。

真
優
・
篤
志
「（
同
時
に
）
い
た
だ
き
ま
す
」

真
優
、
汁
を
飲
み
、

真
優
「
お
母
さ
ん
の
味
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
け
ど
、

で
も
、
ち
ゃ
ん
と
貝
柱
の
味
出
て
て
美
味
し
い
」

篤
志
「
そ
う
。
な
ら
良
か
っ
た
」

真
優
「
ね
え
、
こ
れ
わ
ざ
わ
ざ
材
料
揃
え
て
く
れ
た

の
？
」

篤
志「
ま
あ
…
…
母
さ
ん
な
ら
そ
う
す
る
と
思
っ
て
」

真
優
「
篤
志
…
…
」

篤
志
「
姉
ち
ゃ
ん
」

真
優
「
う
ん
？
」

篤
志
「
結
婚
、
お
め
で
と
う
」

真
優
、
篤
志
を
見
る
。
篤
志
、
真
優
を
真
っ

す
ぐ
見
つ
め
て
、

篤
志
「
あ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
ず
っ
と
、
側
に
い
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」

窓
か
ら
入
る
柔
ら
か
い
陽
が
二
人
の
顔
を
照

ら
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　　
〈
終
〉

はれの日の朝

有坂　尚子
（作家集団Ｆ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×東北

〔お詫びと訂正〕 5 月号「47 行の物語」九州地区の最優秀作『あご出汁の味噌汁』にてセリフの一部に誤りがあり
ました。正しくは本文 13 行目「～焼きあごは平戸しかなかやろけんね」です。お詫び致します。
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆４月 東京地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

審
査
結
果
発
表

最
終
審
査
評

　

４
月
22
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
３
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
東
京
地
区
）
は
、
応
募
総
数
２
３
３
編
を

集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
左
記
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

12
編
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ネ
タ
は
、
寿
司
、

も
ん
じ
ゃ
、
深
川
め
し
、
海
苔
の
佃
煮
、
オ
ム
ラ
イ

ス
、
ち
く
わ
ぶ
（
お
で
ん
）、
東
京
ば
な
奈
で
あ
っ
た
。

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
東
京

都
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
寺
田
敏
雄
氏
が
行

い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
寺
田
氏
の
審
査

評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
５
月
27
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
北
陸
甲
信
越

地
区
」
の
審
査(

最
終
審
査
員
は
新
潟
県
出
身
の
松

田
裕
子
氏)

は
７
月
28
日
に
発
行
と
な
る
弊
誌
８
月

号
誌
上
に
て
発
表
さ
れ
る
。

　

も
ん
じ
ゃ
を
焼
き
な
が
ら
の
、
夫
婦
の
何
気
な
い

会
話
。「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
そ
ん
な
も
ん
で

し
ょ
」
等
、
も
ん
じ
ゃ
を
焼
く
過
程
と
二
人
の
会
話

内
容
を
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

心
地
よ
く
、
粋
で
、
こ
う
い
う
の
好
き
で
す
。

　

崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
の
土
手
を
夫
婦
で

力
合
わ
せ
て
守
ろ
う
と
し
て
い
る
ラ
ス
ト
。
こ
の
夫

婦
は
大
丈
夫
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

き
っ
と
し
っ
か
り
と
繋
が
っ
て
い
く
よ
、
と
い
う
微

笑
ま
し
い
希
望
も
見
え
て
、
後
味
も
よ
い
で
す
。

　

技
術
的
に
も
、
ワ
ン
シ
ー
ン
だ
け
の
会
話
劇
で
成

立
さ
せ
、
登
場
人
物
も
２
人
に
絞
っ
た
シ
ン
プ
ル
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
好
感
を
持

ち
ま
し
た
。
他
の
候
補
作
に
散
見
さ
れ
た
、
題
材
へ

の
苦
し
紛
れ
の
こ
じ
つ
け
感
も
な
く
、
い
い
意
味
で

そ、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

の
へ
ん
に
い
そ
う
な
人
間
の
、
自
然
で
リ
ア
ル
な

ワ
ン
シ
ー
ン
と
し
て
成
立
し
て
い
る
作
品
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
優
秀
以
外
に
選
ん
だ
上
位
作
品
は
『
東
京
土

産
』、『
だ
っ
て
江
戸
前
な
父
だ
も
の
』、『
ち
く
わ
ぶ

の
教
え
』、『
も
ん
じ
ゃ
男
』
の
４
編
で
す
。

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
東
京
地
区
」

自
然
で
リ
ア
ル
な
ワ
ン
シ
ー
ン

寺
田
敏
雄
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

★
４
月
月
間
最
優
秀
作

『
マ
モ
ル
』

山
下
　
エ
リ
カ

『
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
』

『
だ
っ
て
江
戸
前
な
父
だ
も
の
』 

『
ア
オ
ヤ
ギ
』 

『
大
阪
で
生
ま
れ
た
女
』

『
東
京
土
産
』

『
二
枚
貝
』

『
し
あ
わ
せ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
』

『
恋
の
良
薬
は
口
に
美
味
し
』

『
ち
く
わ
ぶ
の
教
え
』

『
マ
モ
ル
』

『
最
後
の
晩
餐
』

『
も
ん
じ
ゃ
男
』

磯
野　

洋
子

井
上
エ
レ
ン

奥
山　

恵
子

く
ず
の
よ
う
こ

小
峰　

貴
之

三
枝　

伸
也

佐
藤　

宏
美

萩
原　

幸
子

藪
原　

祐
子

山
下
エ
リ
カ

山
久　
　

友

横
山
緋
沙
子
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〈
人　
　

物
〉

野
上
奏
汰
（
28
）
会
社
員

野
上
律
子
（
29
）
奏
汰
の
妻

○
も
ん
じ
ゃ
焼
き
屋
『
ひ
さ
し
』・
外
観
（
夕
）

入
口
に
、
風
に
は
た
め
く
『
も
ん
じ
ゃ　

ひ

さ
し
』
の
古
い
暖
簾
。

○
同
・
中
（
夕
）

　
　
　

古
く
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
る
店
内
。

数
組
の
客
と
店
員
が
二
人
。

テ
ー
ブ
ル
席
に
向
か
い
合
い
座
っ
て
い
る
野

上
奏
汰
（
28
）
と
野
上
律
子
（
29
）。

奏
汰
と
律
子
の
左
手
薬
指
に
、
お
揃
い
の
結

婚
指
輪
。

コ
テ
で
鉄
板
に
油
を
引
く
奏
汰
、
上
目
使
い

で
律
子
を
盗
み
見
る
。

奏
汰
の
視
線
を
逸
ら
す
律
子
、
具
材
を
鉄
板

に
載
せ
る
。

奏
汰
「
ま
だ
怒
っ
て
ン
の
？
」

奏
汰
を
睨
む
律
子
。

奏
汰
「
仕
方
な
い
じ
ゃ
ん
」

律
子
「
焦
げ
る
」

奏
汰
「
あ
、
ご
め
ん
」

両
手
の
コ
テ
で
、
具
材
を
混
ぜ
、
刻
む
奏
汰
。

奏
汰
「
部
長
の
誘
い
は
断
れ
な
い
よ
…
…
」

ゆ
っ
く
り
生
地
を
混
ぜ
る
律
子
。

奏
汰
「
来
年
の
結
婚
記
念
日
は
、
何
が
あ
っ
て
も
絶

対
に
帰
っ
て
来
る
か
ら
さ
…
…
」

じ
っ
と
奏
汰
を
見
る
律
子
。

ゴ
ク
ッ
と
唾
を
飲
む
奏
汰
。

律
子
「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

奏
汰
「
え
？
」

声
が
裏
返
る
奏
汰
。

律
子
「
そ
ろ
そ
ろ
土
手
作
っ
て
も
」

奏
汰
「
あ
、
あ
あ
…
…
」

土
手
を
作
る
奏
汰
、
律
子
を
盗
み
見
る
。

律
子
「
そ
こ
、
薄
く
な
い
？
」

奏
汰
「
あ
、
あ
あ
…
…
本
当
だ
」

鉄
板
に
顔
を
近
づ
け
、
土
手
を
整
え
る
奏
汰
。

奏
汰
の
様
子
を
見
詰
め
て
い
る
律
子
。

真
剣
な
表
情
の
奏
汰
、
額
に
汗
が
浮
か
ぶ
。

唇
を
ギ
ュ
ッ
と
結
び
、
溜
息
を
す
る
律
子
。

律
子
「
そ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
」

奏
汰
「
そ
う
？　

い
い
か
な
？
」

律
子
「
う
ん
。
行
く
よ
」

奏
汰
「
よ
し
。
守
備
は
ま
か
せ
と
け
！
」

土
手
の
真
ん
中
に
生
地
を
流
し
入
れ
る
律
子
。

律
子
側
の
土
手
か
ら
生
地
が
流
れ
出
る
。

奏
汰
が
慌
て
て
押
さ
え
る
が
、
コ
テ
の
脇
か

ら
生
地
が
流
れ
出
る
。

奏
汰
「
ヤ
バ
い
！
」

ハ
ガ
シ
二
枚
で
コ
テ
の
脇
を
押
さ
え
る
律
子
。

目
が
合
う
蒼
太
と
律
子
、
は
に
か
む
。〈
終
〉

マモル

山下　エリカ
（研修科ＺＬ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×東京地区
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆５月 北陸甲信越の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

５
月
27
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
４
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
北
陸
甲
信
越
）
は
、
応
募
総
数
１
９
８
編

を
集
め
た
。

　

採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
県
別
の
本
数
は
、
長
野
県

45
編
、
新
潟
県
47
編
、
山
梨
県
30
編
、
石
川
県
22
編
、

富
山
県
25
編
、
福
井
県
19
編
で
、
そ
の
中
か
ら
左
記

の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
新

潟
県
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
松
田
裕
子
氏
が
行

い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。

　

最
優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
松
田
氏
の
審
査

評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
６
月
24
日
に
締
め
切
ら
れ
た「
中
国
地
方
」

の
審
査（
最
終
審
査
員
は
吉
田
玲
子
氏
）は
８
月
28
日

に
発
行
と
な
る
弊
誌
９
月
号
誌
上
に
て
発
表
さ
れ
る
。

　

ワ
ン
シ
ー
ン
の
中
で
、
関
係
性
や
現
状
が
、
説
明

台
詞
で
は
な
く
、
母
子
２
人
の
会
話
の
中
で
し
っ
か

り
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
然
と
光
景
が
目
に
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
伝
わ
っ
て
き

た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
に
入
り
や
す
か
っ
た
で

す
。
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
け
ど
わ
か
り
あ
っ

て
い
る
母
子
の
や
さ
し
く
て
せ
つ
な
い
や
り
と
り
で
、

ラ
ス
ト
は
じ
ー
ん
と
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
題
を
き
ち
ん
と
組
み
込
ん
で
、
方
言
を
使
っ
た

や
り
と
り
も
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
こ
わ
が
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
以
外
に
選
ん
だ
上
位
作
品
は
『
陣
中
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
』、『
煮
つ
け
の
和
代
』、『
プ
ル
ー

ス
ト
の
い
な
い
午
後
』、『
そ
ば
マ
ス
タ
ー
』
の
４
編

で
す
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
北
陸
甲
信
越
」

自
然
と
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ

松
田
裕
子
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
地
域
名
）

★
５
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
か
か
の
醤
油
お
こ
わ
』
田
中
　

理
恵

新
潟
県

『
蕎
麦
が
食
べ
た
い
』（
長
野
）

『
崖
の
上
の
芋
』（
福
井
）

『
煮
つ
け
の
和
代
』（
新
潟
）

『
善
光
寺
の
お
や
き
』（
長
野
）

『
毒
の
珍
味
』（
石
川
）

『
プ
ル
ー
ス
ト
の
い
な
い
午
後
』（
長
野
）

『
か
か
の
醤
油
お
こ
わ
』（
新
潟
） 

『
甘
々
娘
』（
山
梨
）

『
も
も
え
ち
ゃ
ん
』（
新
潟
） 

『
あ
ま
も
っ
く
ら
』（
長
野
）

『
陣
中
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
』（
山
梨
）

 『
そ
ば
マ
ス
タ
ー
』（
長
野
）

穴
沢
　
拓
美

有
坂
　
尚
子

 

大
杉
誠
志
郎

小
檜
山
長
代

杉
田
　
鮎
美

 

竹
田
　
行
人

田
中
　
理
恵

 

寺
田
　
大
作

前
田
由
紀
子

み
や
さ
か
じ
ゅ
ん

 

山
田
　
圭
奈

横
内
　
　
治
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〈
人　
　

物
〉

上
条
詩
織
（
25
）

上
条
咲
子
（
53
）
詩
織
の
母

〇
下
條
家･

居
間
（
夜
）

和
室
の
卓
袱
台
で
向
か
い
合
っ
て
食
事
し
て

い
る
上
条
詩
織
（
25
）
と
上
条
咲
子
（
53
）。

食
卓
に
は
く
じ
ら
汁
や
蒸
か
し
茄
子
な
ど
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
。

詩
織
、
お
椀
に
盛
ら
れ
た
醤
油
赤
飯
を
食
べ
、

詩
織
「
う
ん
め
ー
」

美
味
し
そ
う
に
微
笑
む
。

咲
子
「
詩
織
、
新
潟
弁
で
て
る
。
気
い
つ
け
な
さ
い
」

詩
織
「
だ
っ
て
、
か
か
の
醤
油
お
こ
わ
、
う
め
え
ん

だ
も
の
」

咲
子
「
あ
ち
ら
さ
ん
は
皆
さ
ん
、
東
京
生
ま
れ
な
ん

で
し
ょ
。
詩
織
も
早
く
慣
れ
な
い
と
」

詩
織
「
わ
か
っ
て
る
。
明
日
か
ら
は
気
い
つ
け
る
よ
」

部
屋
の
奥
に
花
嫁
衣
裳
の
白
無
垢
と
黒
留
袖

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

詩
織
「
ね
え
、
東
京
の
赤
飯
は
味
が
な
い
ん
で
し
ょ
」

咲
子
「
薄
味
だ
ね
」

詩
織
、
箸
で
赤
飯
の
金
時
豆
を
つ
ま
む
。

詩
織
「
豆
も
ち
っ
ち
ゃ
い
ん
で
し
ょ
」

咲
子
「
こ
れ
よ
り
か
は
、
小
さ
い
ね
」

詩
織
、
つ
ま
ん
だ
豆
を
食
べ
る
。

咲
子
「
か
か
が
こ
の
家
に
嫁
に
来
た
日
に
最
初
に
食

べ
た
御
飯
が
、
こ
の
醤
油
お
こ
わ
だ
っ
た
ん
だ
よ
」

詩
織
、
咲
子
を
見
つ
め
る
。

咲
子
「
ば
ー
ば
が
『
こ
れ
が
う
ち
の
赤
飯
だ
』
て
言
っ

て
作
っ
て
く
れ
て
ね
。
初
め
て
見
た
か
ら
び
っ
く

り
し
た
。
茶
色
い
の
に
赤
飯
な
の
？
て
」

詩
織
「
確
か
に
茶
色
い
よ
ね
」

咲
子
「
そ
れ
に
、
醤
油
味
だ
っ
て
わ
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
、
ご
ま
塩
か
け
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
し
ょ
っ

ぱ
か
っ
た
な
」

懐
か
し
そ
う
に
笑
う
咲
子
。

詩
織
「
ね
え
、
実
家
の
お
赤
飯
を
食
べ
た
く
な
ら
な

か
っ
た
？
」

咲
子
「
ん
…
…
、
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

新
し
い
味
を
覚
え
る
の
で
必
死
だ
っ
た
か
ら
」

詩
織
、
醤
油
赤
飯
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。

詩
織
「
作
り
方
、ち
ゃ
ん
と
教
わ
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
」

咲
子
「
あ
ち
ら
の
お
母
さ
ん
に
東
京
の
味
を
教
え
て

も
ら
い
な
さ
い
」

詩
織
「
そ
う
だ
ね
…
…
」

詩
織
、赤
飯
を
口
に
運
び
、ゆ
っ
く
り
味
わ
う
。

詩
織
「
か
か
の
醤
油
お
こ
わ
は
ホ
ン
ト
に
う
め
え
な
」

寂
し
さ
を
噛
み
し
め
る
詩
織
。

咲
子
「
食
べ
た
く
な
っ
た
ら
、
帰
っ
て
お
い
で
。
い

つ
で
も
作
っ
て
待
っ
て
る
か
ら
」

咲
子
も
涙
を
こ
ら
え
、
赤
飯
を
口
に
運
ぶ
。

〈
終
〉

かかの醤油おこわ

田中　理恵
（通信作家集団）

最優秀賞

課題
「ごはん」×北陸甲信越
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆６月 中国地方の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

審
査
結
果
発
表

最
終
審
査
評

　

６
月
24
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
５
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
中
国
地
方
）
は
、
応
募
総
数
１
６
４
編
を

集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
左
記
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
県
別
の
本
数
は
、
山
口
県
27

編
、
島
根
県
28
編
、
鳥
取
県
13
編
、
岡
山
県
31
編
、

広
島
県
60
編
、
不
明
５
編
で
あ
っ
た
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
広

島
県
出
身
の
作
家
で
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
吉
田
玲

子
氏
が
行
い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。

最
優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
吉
田
氏
の
審
査
評

も
掲
載
す
る
。

　

な
お
７
月
28
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
北
海
道
」
の

審
査
（
最
終
審
査
員
は
北
海
道
出
身
の
山
本
む
つ
み

氏
）
は
９
月
28
日
に
発
行
と
な
る
弊
誌
10
月
号
誌
上

に
て
発
表
さ
れ
る
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
『
ふ
く
の
料

理
』
は
、「
技
」
を
感
じ
た
一
品
で
す
。
短
い
な
が
ら
、

登
場
人
物
の
状
況
や
感
情
が
よ
く
わ
か
り
、
完
成
度

が
高
い
！
と
思
い
ま
し
た
。
女
店
主
が
ふ
ぐ
の
食
べ

方
で
相
手
を
読
み
解
く
…
…
と
い
う
会
話
の
運
び
も

巧
い
。
説
明
セ
リ
フ
に
な
り
過
ぎ
ず
、
こ
れ
だ
け
の

情
報
が
提
示
で
き
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　

さ
り
げ
な
い
ユ
ー
モ
ア
も
効
い
て
い
て
、
人
情
味

が
感
じ
ら
れ
、
後
味
も
よ
か
っ
た
で
す
。
オ
チ
も
計

算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
様
の
書
か
れ
た
も
の
を
拝

見
し
な
が
ら
、
作
品
づ
く
り
と
料
理
づ
く
り
は
ど
こ

か
似
て
い
る
な
…
…
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

誰
に
食
べ
さ
せ
た
い
か
。
そ
れ
は
ど
ん
な
材
料
を

使
う
の
か
。
ど
う
調
理
す
る
の
か
。
そ
の
人
な
り
の

工
夫
は
あ
る
の
か
。
味
付
け
は
甘
い
の
か
辛
い
の
か
。

ど
ん
な
後
味
を
残
し
た
い
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
お
い
し
い
料
理
…
…
じ
ゃ

な
く
て
、
作
品
を
作
っ
て
腕
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
！

　

最
優
秀
作
以
外
に
選
ん
だ
上
位
作
品
は
、『
山
賊

へ
の
慕
情
』、『
好
き
も
嫌
い
も
』、『
ば
い
ば
い
バ
ラ

パ
ン
』、『
知
恵
寿
司
』
の
４
編
で
す
。

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
中
国
地
方
」

作
品
づ
く
り
と
料
理
づ
く
り
は
似
て
い
る

吉
田
玲
子
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

★
６
月
月
間
最
優
秀
作

『
ふ
く
の
料
理
』

横
内
　
治

『
山
賊
へ
の
慕
情
』 

『
た
い
が
た
い
お
な
ご
ら
』

『
知
恵
寿
司
』

『
で
え
れ
ぇ
美
味
い
、伝
え
た
い
味
、デ
ミ
カ
ツ
丼
』

『
と
め
ど
な
く
』

『
好
き
も
嫌
い
も
』

『
す
っ
ぱ
い
恋
の
物
語
』

『
も
っ
か
い
会
い
た
い
な
ぁ
』

『
卵
ご
は
ん
に
く
れ
た
も
の
』

『
母
と
見
習
い
母
』

『
ふ
く
の
料
理
』

『
ば
い
ば
い
バ
ラ
パ
ン
』

大
杉
誠
志
郎

落
合
香
緒
里

木
村
　
圭
吾

児
島
　
正
樹

汐
田
　
　
操

杉
田
　
鮎
美

蒼
汰
れ
い
じ

髙
橋
　
呂
美

水
野
祐
三
子

山
崎
　
幸
子

横
内
　
　
治

若
山
　
翠
水
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〈
人　
　

物
〉

阿
倍
冨
久
夫
（
26
）
ふ
ぐ
料
理
人

武
井　

福
江
（
45
）
ふ
ぐ
料
理
店
の
女
店
主

○
小
料
理
屋
・
福
ふ
く
・
全
景
（
夜
）

看
板
に
ふ
ぐ
の
絵
と
「
ふ
く
」
と
書
い
て
あ

る
小
さ
な
料
理
屋
。

○
同
・
中
（
夕
）

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
り
、
ふ
ぐ
の
刺
身
を
内
側

か
ら
２
、３
枚
と
っ
て
食
べ
、
ひ
れ
酒
を
飲

む
阿
倍
冨
久
夫
（
26
）、
た
め
息
を
つ
く
。

阿
倍
「
す
み
ま
せ
ん
、
ふ
く
の
ひ
れ
酒
、
お
代
わ
り

お
願
い
し
ま
す
。
あ
と
、
雑
炊
を
」

上
手
そ
う
に
息
を
吐
く
阿
倍
、
鞄
か
ら
封
筒

を
出
し
、「
ふ
ぐ
調
理
師
試
験　

不
合
格
」
と

あ
る
紙
を
見
て
、
苦
い
顔
で
元
通
り
し
ま
う
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
く
る
板
前
姿
の
武
井

福
江
（
45
）、
阿
倍
の
ひ
れ
酒
を
足
す
。

頭
を
軽
く
下
げ
、
ふ
ぐ
刺
し
を
食
べ
る
阿
倍
。

阿
倍
を
ち
ら
っ
と
見
る
福
江
、
刺
身
を
切
る
。

福
江
「
こ
の
あ
た
り
の
方
で
す
か
」

阿
倍
「
え
、
は
い
…
…
わ
か
り
ま
す
か
」

奏
汰
「
お
刺
身
の
食
べ
方
、
慣
れ
て
い
な
い
人
は
外

側
か
ら
食
べ
る
ん
で
す
。
あ
と
ふ
く
の
ひ
れ
酒
て
」

阿
倍
「
ふ
く
の
ひ
れ
酒
？
」

福
江
「
ふ
く
っ
て
関
東
で
は
言
い
ま
せ
ん
か
ら
」

阿
倍
「
本
場
、
下
関
の
ふ
く
は
や
っ
ぱ
り
違
う
な
と
」

盛
り
付
け
を
し
な
が
ら
微
笑
む
福
江
。

福
江
「
で
も
、
こ
っ
ち
の
ふ
く
の
料
理
人
が
関
東
で

試
験
受
け
て
落
ち
る
て
事
も
あ
る
そ
う
で
す
よ
」

「
ご
っ
く
ん
」
と
ひ
れ
酒
を
飲
む
阿
倍
。

福
江
「
ふ
く
の
試
験
は
都
道
府
県
単
位
で
。
こ
っ
ち

は
生
産
地
で
す
か
ら
早
く
捌
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
け
ど
、
関
東
は
見
た
目
も
大
事
な
の
で
。
基
準

が
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」

雑
炊
を
阿
倍
の
前
に
置
く
福
江
。

雑
炊
を
ふ
ー
っ
と
冷
ま
し
口
に
す
る
阿
倍
。

阿
倍「
旨
い
…
…
ふ
く
の
旨
味
が
出
て
優
し
い
味
で
す
」

福
江
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
…
…
大
丈
夫
で
す
よ
」

阿
倍
「
大
丈
夫
っ
て
」

福
江
「
こ
の
雑
炊
の
味
が
わ
か
る
人
な
ら
き
っ
と
う

ま
く
い
き
ま
す
。『
ふ
く
』
が
来
ま
す
よ
」

き
ょ
と
ん
と
し
つ
つ
、
笑
顔
で
食
べ
る
阿
倍
。

×　
　
　

×　
　
　

×

笑
顔
で
出
て
い
く
阿
倍
に
頭
を
下
げ
る
福
江
、

扉
が
閉
ま
る
と
、
電
話
を
か
け
る
。

福
江「
親
方
で
す
か
…
…
え
え
、
息
子
さ
ん
、
う
ち
の

店
に
来
ま
し
た
。私
の
顔
は
忘
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

修
行
し
て
い
た
の
20
年
以
上
前
で
す
か
ら
ね
…
…

家
を
出
た
事
許
し
て
あ
げ
た
ら
い
か
が
で
す
か
？
」

　
○
同
・
外
・
通
り
（
夜
）

海
沿
い
の
道
を
笑
顔
で
歩
く
阿
倍
。　
〈
終
〉

ふくの料理

横内　治
（作家集団Ｑ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×中国地方
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆７月 北海道地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

７
月
22
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
６
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
北
海
道
地
区
）
は
、
応
募
総
数
１
８
４
編

を
集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
左
記
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
北
海

道
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
山
本
む
つ
み
氏
が
行

い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。
最
優
秀
作
を

掲
載
す
る
と
共
に
、
山
本
氏
の
審
査
評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
８
月
26
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
近
畿
地
方
」

の
審
査
（
最
終
審
査
員
は
大
阪
出
身
の
森
下
直
氏
）

は
10
月
28
日
発
行
の
弊
誌
11
月
号
誌
上
で
発
表
す
る
。

　

わ
ず
か
47
行
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
冒
頭
を
延
々
と
状

況
説
明
に
費
や
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。
受

賞
作
の
初
っ
端
は
、「
父
子
げ
ん
か
」
か
ら
の
「
家
出
」。

日
常
に
よ
く
あ
る
微
笑
ま
し
い
諍
い
で
は
あ
り
ま
す

が
、
物
語
は
の
っ
け
か
ら
勢
い
よ
く
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
二
人
だ
け
の
動
か
な
い
会
話
劇
が
「
静
」
だ

と
す
れ
ば
（
最
終
候
補
作
は
こ
ち
ら
が
多
か
っ
た
）、

こ
れ
は
「
動
」。
台
詞
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
動
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
見
事
で
す
。

　

ガ
ラ
ス
窓
一
枚
隔
て
て
、
外
は
果
て
し
な
い
雪
原
、

中
は
温
か
い
ご
飯
が
湯
気
を
立
て
る
食
卓
…
…
こ
の

対
比
が
実
に
北
海
道
的
で
、
映
像
で
見
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
父
と
息
子
二
人
だ
け
で
も
成
り
立
つ
話

で
す
が
、
５
歳
の
妹
を
絡
ま
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
味
の
あ
る
面
白
い
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
、
作
中
に
登
場
す
る
「
バ
タ
ー
ご
飯
の
イ

ク
ラ
丼
」
の
美
味
し
そ
う
な
こ
と
！

　

最
優
秀
賞
以
外
の
上
位
作
品
は
、『
赤
く
て
甘
い
』

『
カ
モ
メ
の
恩
返
し
？
』『
し
ょ
っ
ぱ
く
な
い
シ
ャ
ケ
』

『
ち
ゃ
ん
と
』
の
４
篇
で
し
た
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
北
陸
甲
信
越
」

「
動
」
の
芝
居
で
キ
ャ
ラ
を
生
き
生
き
と

山
本
む
つ
み
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
ご
は
ん
）

★
７
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
酪
農
一
家
の
イ
ク
ラ
丼
』三
浦
　

優
子

『
カ
モ
メ
の
恩
返
し
？
』（
サ
ン
マ
）

『
し
ょ
っ
ぱ
く
な
い
シ
ャ
ケ
』（
紅
鮭
）

『
夏
の
渡
り
鳥
』（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
）

『
か
も
め
が
戻
る
日
』（
ご
は
ん
粒
）

『
ち
ゃ
ん
と
』（
鮭
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
）

『
親
父
の
味
』（
鮭
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
）

『
豆
パ
ン
と
ア
ン
パ
ン
』（
豆
パ
ン
）

『
や
き
そ
ば
弁
当
の
夜
』（
や
き
そ
ば
）

『
赤
く
て
甘
い
』（
甘
納
豆
の
赤
飯
握
り
）

『
酪
農
一
家
の
イ
ク
ラ
丼
』（
イ
ク
ラ
）

『
迷
え
る
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
』（
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
）

『
蟹
ど
ん
ぶ
り
』（
カ
ニ
）

秋
山
　
紀
勝

植
木
百
合
子 

鬼
武
　
桂
子

上
村
奈
々
子

小
峰
　
貴
之

土
﨑
　
こ
う

西
田
　
　
桂

羽
山
　
実
里

松
浦
久
美
子

三
浦
　
優
子

水
元
久
美
子

和
田
　
充
裕



− 43 −

〈
人　
　

物
〉

岡
田　

満
（
40
）　

酪
農
家

岡
田　

徹
（
10
）　

満
の
息
子

岡
田　

花
（
５
）　

満
の
娘

○
岡
田
家
・
キ
ッ
チ
ン
（
夕
）

岡
田
満
（
40
）
と
岡
田
徹
（
10
）
が
対
峙
し

て
立
ち
、
岡
田
花
（
５
）
が
徹
の
袖
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
い
る
。

岡
田
「
ス
マ
ホ
な
ん
か
ま
だ
い
ら
な
い
べ
。
そ
ん
な

も
ん
は
大
き
く
な
っ
て
自
分
で
買
え
や
」

徹
「
俺
の
こ
と
な
ん
か
父
さ
ん
考
え
て
な
い
ん
だ
！
」

憤
り
、花
を
振
り
放
し
て
部
屋
を
飛
び
出
す
徹
。

花
「
父
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
家
出
し
ち
ゃ
っ
た
よ
！
」

岡
田
「
花
、
時
計
の
長
い
方
の
針
は
今
、
12
の
所
だ

ろ
う
？　

あ
れ
が
６
に
な
る
前
に
徹
が
帰
っ
て
来

た
ら
、
い
く
じ
な
し
っ
て
笑
っ
て
や
れ
」

岡
田
は
冷
蔵
庫
か
ら
鮭
一
匹
を
取
り
出
す
。

○
同
・
庭
（
夕
）

徹
は
雪
の
轍
を
歩
い
て
門
ま
で
行
き
、
見
渡

す
。
果
て
し
な
い
雪
原
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

○
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
夕
）

岡
田
は
鮭
の
腹
を
切
り
、
筋
子
を
出
す
。
調

理
の
合
間
に
窓
か
ら
外
を
見
る
岡
田
。

○
同
・
庭
（
夕
）

家
に
向
か
う
徹
。
窓
の
岡
田
、
花
と
目
が
合

う
徹
。
徹
は
雪
を
蹴
り
上
げ
再
び
歩
き
去
る
。

○
同
・
牛
舎
・
内
（
夕
）

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
座
る
徹
。

○
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
日
没
後
）

岡
田
は
台
所
に
立
ち
、
自
家
製
ら
し
い
無
骨

な
形
の
バ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
。

玄
関
の
開
く
音
。
時
計
を
見
る
花
。

花
「
お
兄
ち
ゃ
ん
！　
頑
張
っ
た
ね
！　
７
の
所
だ
よ
！
」

お
ず
お
ず
と
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
来
る
徹
。

徹
の
様
子
を
見
る
岡
田
。

岡
田
「
寒
か
っ
た
ろ
？　

飯
だ
ぞ
」

花
、
岡
田
、
徹
が
食
卓
に
着
く
。
卓
上
に
は

イ
ク
ラ
、
バ
タ
ー
、
湯
気
立
つ
ご
飯
。
コ
ッ

プ
に
は
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
。
岡
田
、
花
、
徹
は

そ
れ
ぞ
れ
ご
飯
に
バ
タ
ー
を
載
せ
醤
油
を
か

け
る
。
バ
タ
ー
が
ご
飯
に
流
れ
出
す
。
そ
の

上
に
イ
ク
ラ
を
か
け
る
。
真
っ
赤
に
な
る
丼
。

岡
田
・
花
・
徹
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

徹
は
ぼ
そ
ぼ
そ
食
べ
始
め
、
次
第
に
も
り
も

り
と
食
べ
出
す
。
徹
は
元
気
よ
く
、

徹
「
家
出
は
雪
が
と
け
て
か
ら
に
す
る
！
」

岡
田
「
春
は
な
ぁ
、
腹
す
か
せ
た
熊
が
出
る
ぞ
ぉ
！
」

徹
と
目
が
合
い
、ニ
タ
リ
と
笑
う
岡
田
。〈
終
〉

酪農一家のイクラ丼

三浦　優子
（通信本科）

最優秀賞

課題
「ごはん」×北海道
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆８月 近畿地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

８
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
７
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
近

畿
地
区
）
は
、
応
募
総
数
１
６
５
編
（
大
阪
府
60
編

　

京
都
府
31
編　
和
歌
山
10
編　
奈
良
県
９
編　
滋
賀

県
16
編　
兵
庫
県
26
編　
不
明
10
編
、
他
県
３
編
）。

　

そ
の
中
か
ら
次
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
大

阪
府
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
森
下
直
氏
が
行
い
、

最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。
最
優
秀
作
を
掲
載

す
る
と
共
に
、
森
下
氏
の
審
査
評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
９
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
四
国
地
区
」

の
審
査
（
最
終
審
査
員
は
香
川
県
出
身
の
浜
田
秀
哉

氏
）
は
11
月
28
日
発
行
の
12
月
号
誌
上
で
発
表
す
る
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
近
畿
」

映
像
が
浮
か
ぶ
か
ど
う
か

森
下
　
直
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
ご
は
ん
）

★
８
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
小
正
月
』

北
辻
　
類

岡
野
　
彩
希

梶
　
　
佳
織

北
辻
　
　
類

斎
部
ま
り
乃

広
富
ひ
と
み

水
野
祐
三
子

三
谷
　
武
史

宮
崎
　
和
彦

 
森
　
　
久
里

山
崎
智
香
子

山
久
　
　
友

横
内
　
　
治

『
始
ま
り
の
お
番
菜
』（
お
番
菜
）

『
や
っ
ぱ
り
タ
コ
か
、
タ
コ
な
ん
か
』（
タ
コ
飯
）

『
小
正
月
』（
小
豆
粥
）

『
富
貴
ダ
シ
に
在
り
』（
に
ゅ
う
め
ん
）

『
黒
豆
の
こ
こ
ろ
』（
黒
豆
）

『
ふ
た
り
の
時
間
』（
柿
の
葉
寿
司
）

『
僕
の
気
持
ち
を
形
に
し
た
ら
』（
お
好
み
焼
き
）

『
肉
吸
い
オ
バ
チ
ャ
ン
』（
肉
吸
い
）

『
う
ち
の
め
は
り
ず
し
』（
め
は
り
ず
し
）

『
京
の
お
出
汁
を
味
わ
っ
て
』（
昆
布
出
し
）

『
シ
カ
た
な
く
、サ
ヨ
ナ
ラ
』（
奈
良
漬
）

『
お
好
み
定
食
』（
お
好
み
焼
き
と
白
飯
）

　

脚
本
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
映
像
が
浮
か
ぶ
か
ど

う
か
。
そ
の
映
像
が
、
ど
ん
な
心
情
を
観
客
や
視
聴

者
に
伝
え
て
い
る
か
、
が
大
切
。
こ
れ
は
「
行
間
の

深
み
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
し
ま
す
。
最
終
選

考
に
残
っ
た
作
品
は
力
作
揃
い
で
し
た
が
、
近
畿
地

区
で
の
最
優
秀
賞
は
、『
小
正
月
』（
北
辻
類
さ
ん
作
）

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
し
て
最
後
ま
で
悩
ん
だ
の
は
『
お
好

み
定
食
』（
横
内
治
さ
ん
作
）
で
し
た
。
短
い
中
に

ド
ン
デ
ン
が
あ
る
の
は
『
お
好
み
定
食
』
で
し
た
が
、

台
詞
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

残
念
で
し
た
。
対
照
的
に
『
小
正
月
』
は
行
間
が
深

く
、
親
子
の
情
愛
を
、
小
豆
粥
、
沢
庵
の
刻
み
、
積

雪
で
描
写
し
、
ち
ゃ
ん
と
こ
ち
ら
に
伝
わ
っ
た
筆
力

が
秀
逸
。
冬
の
寒
さ
、
室
内
の
温
か
さ
、
小
豆
粥
の

湯
気
が
感
じ
ら
れ
、
古
き
伝
統
を
繋
い
で
い
る
ご
く

普
通
の
家
族
、
と
い
う
視
点
が
お
見
事
で
し
た
。
読

ん
で
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
北
辻
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
以
外
で
上
位
に
挙
げ
た
の
は
『
お
好
み

定
食
』『
う
ち
の
め
は
り
ず
し
』『
僕
の
気
持
ち
を
形

に
し
た
ら
』『
肉
吸
い
オ
バ
チ
ャ
ン
』
の
４
編
で
し
た
。
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〈
人　
　

物
〉

高
橋
真
紀
（
36
）
主
婦

高
橋
真
子
（
11
）
真
紀
の
娘

○
高
橋
家
・
台
所
（
朝
）

高
橋
真
紀
（
36
）
が
包
丁
を
持
っ
て
た
く
わ

ん
を
細
長
く
刻
ん
で
い
る
。
温
め
て
い
る
鍋

が
噴
き
、
真
紀
は
慌
て
て
火
を
止
め
る
。
鍋

の
ふ
た
を
と
り
、
お
た
ま
で
小
豆
粥
か
き
ま

ぜ
て
す
く
い
、
器
に
盛
り
つ
け
る
。

○
同
・
真
子
の
部
屋
（
朝
）

ベ
ッ
ド
で
高
橋
真
子
（
11
）
が
寝
て
い
る
。

仏
壇
の
鈴
が
鳴
る
音
が
聞
こ
え
る
。
真
子
は

目
を
開
け
る
が
、目
を
閉
じ
て
も
う
一
度
寝
る
。

○
同
・
庭雪

が
降
っ
て
い
る
。
庭
木
に
ど
ん
ど
ん
雪
が

降
り
積
も
っ
て
い
く
。

○
同
・
真
子
の
部
屋

真
子
は
ベ
ッ
ド
に
座
り
、
お
盆
を
布
団
の
上

に
の
せ
、
小
豆
粥
の
器
を
手
に
と
る
。
真
紀

は
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
の
い
す
に
座
っ
て
い
る
。

真
子
「
今
日
っ
て
と
ん
ど
焼
き
な
ん
？
」

真
紀
「
そ
う
や
で
」

真
子
は
小
豆
粥
を
食
べ
よ
う
と
す
る
が
、
熱

す
ぎ
て
す
く
っ
た
ス
プ
ー
ン
を
ふ
ー
ふ
ー
し

な
が
ら
、

真
子
「
だ
か
ら
小
豆
粥
な
ん
？
」

真
子
は
小
豆
粥
を
食
べ
る
。

真
子
「
う
ち
、
小
豆
粥
好
き
や
ね
ん
」

真
紀
「
そ
う
な
ん
や
、
知
ら
ん
か
っ
た
」

真
子
は
小
豆
粥
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
。

○
同
・
庭停

め
て
あ
る
真
子
の
自
転
車
の
サ
ド
ル
に
雪

が
積
も
っ
て
い
る
。

○
同
・
真
子
の
部
屋

真
子
は
ベ
ッ
ド
に
座
り
、
小
豆
粥
を
食
べ
る
。

真
紀
は
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
の
い
す
に
座
る
。

真
子
「
小
豆
粥
っ
て
さ
、
な
ん
で
１
月
15
日
に
し
か

食
べ
へ
ん
の
？
」

真
紀
「
な
ん
で
や
ろ
な
」

真
子
「
小
学
生
に
な
っ
た
ら
さ
、
１
月
15
日
っ
て
平

日
や
し
学
校
に
行
っ
て
る
や
ん
。
も
う
何
年
も
小

豆
粥
を
食
べ
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
か
ら
う
れ
し
い
」

真
紀
「
そ
う
な
ん
や
。
あ
ん
た
、
は
よ
風
邪
治
し
て

合
唱
の
練
習
し
ー
や
。
も
う
余
裕
な
い
で
」

真
子
「
は
ー
い
」

真
子
は
カ
リ
カ
リ
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
細

長
く
刻
ん
だ
た
く
わ
ん
を
食
べ
る
。
小
豆
粥

の
器
に
ふ
ー
ふ
ー
息
を
吹
き
か
け
て
冷
ま
し
、

小
豆
粥
を
か
き
こ
む
。　
　
　
　
　　
〈
終
〉

小正月

北辻　類
（130 期作家養成講座）

最優秀賞

課題
「ごはん」×近畿

※クラス名は応募時の所属です
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆９月 四国地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

９
月
22
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
８
回
「
47
行
の

物
語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」

（
対
象
地
区
：
四
国
地
区
）
は
、
応
募
総
数
１
４
３

編
（
愛
媛
県
38
編　

香
川
県
43
編　

徳
島
県
21
編

高
知
県
37
編　

そ
の
他
４
編
）
を
集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
次
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、

香
川
県
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
浜
田
秀
哉
氏

が
行
い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。
最
優

秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
浜
田
氏
の
審
査
評
も

掲
載
す
る
。

　

な
お
10
月
27
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
東
海
地
方
」

の
審
査
（
最
終
審
査
員
は
愛
知
県
出
身
の
い
ず
み

吉
紘
氏
）
は
12
月
22
日
発
行
の
２
０
１
８
年
１
月

号
誌
上
で
発
表
す
る
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
四
国
地
区
」

映
像
が
浮
か
ぶ
か
ど
う
か

浜
田
秀
哉
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
ご
は
ん
）

★
９
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
正
し
い
帽
子
パ
ン
の
食
べ
方
』

朱は
ね
ず花
か
の
子

　

47
行
っ
て
短
い
。

　

で
も
上
位
５
本
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

ど
れ
も
47
行
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
『
巧
み
』
な
短
編

で
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
性
や
現
状
、
心
情
が
説
明

な
く
描
き
切
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
受
賞
作

は
、
さ
ら
に
頭
一
つ
飛
び
出
た
職
人
芸
の
よ
う
な
巧

み
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

都
会
に
出
た
主
人
公
と
、
地
方
に
い
る
父
親
と
姉
。

　

主
人
公
と
姉
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
会
話
だ
け
で
描
き

切
り
、
父
親
は
登
場
し
な
い
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。
登
場

し
な
い
け
ど
、
課
題
の
ご
は
ん
（
＝
小
道
具
）
を
通

し
て
、
主
人
公
と
の
関
係
性
が
見
え
て
く
る
。
姉
が

う
ま
く
父
親
と
主
人
公
を
橋
渡
し
す
る
の
も
い
い
。

　

画
が
浮
か
ぶ
。
後
味
も
す
こ
ぶ
る
い
い
。

　

課
題
の
ご
は
ん
―
―
そ
れ
を
最
も
上
手
く
料
理
し

た
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
以
外
の
上
位
作
品
は
、『
美
人
丼
の
隠

れ
味
』『
戻
り
鰹
』『
す
だ
ち
の
お
酒
』『
包
ん
で
隠

し
て
』
の
４
篇
で
し
た
。

愛
媛
バ
リ
コ

大
谷
内
　
伸

小
林
　
省
三

小
峰
　
貴
之

近
藤
　
太
一

田
邉
　
考
司

朱
花
か
の
子

水
元
久
美
子

森
　
　
久
里

森
山
　
淳
一

山
崎
　
幸
子

大
和
谷
　
均

『
出
会
い
系
？
』（
い
も
た
き
）

『
じ
ゃ
こ
じ
ゃ
こ
道
中
』（
じ
ゃ
こ
天
）

『
美
人
丼
の
隠
れ
味
』（
鱧
の
美
人
丼
）

『
包
ん
で
隠
し
て
』（
塩
餡
雑
煮
）

『
戻
り
鰹
』（
鰹
の
た
た
き
）

『
瀬
戸
内
の
雑
魚
』（
じ
ゃ
こ
天
）

『
正
し
い
帽
子
パ
ン
の
食
べ
方
』（
帽
子
パ
ン
）

『
い
い
と
こ
取
り
の
イ
タ
ド
リ
』（
イ
タ
ド
リ
）

『
す
だ
ち
の
お
酒
』（
す
だ
ち
）

『
道
端
の
鯛
』（
鯛
）

『
連
絡
船
う
ど
ん
』（
讃
岐
う
ど
ん
）

『
暁
の
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
』（
骨
付
き
鶏
弁
当
）
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〈
人　
　

物
〉

西
田
耕
太
（
28
）
会
社
員

西
田
由
佳
（
32
）
保
育
士　

看
護
師
（
40
）

○
病
院
の
入
院
患
者
用
談
話
室

西
田
耕
太
（
28
）
が
、
座
っ
て
い
る
。
西
田

由
佳
（
32
）
が
、
ビ
ニ
ル
袋
を
提
げ
て
入
っ

て
来
て
、
耕
太
の
向
か
い
に
座
る
。

由
佳
「
お
父
さ
ん
の
検
査
、
ま
だ
か
か
り
そ
う
や
」

耕
太
、
立
ち
上
が
り
な
が
ら
、

耕
太
「
ほ
ん
な
ら
、
俺
、
帰
る
き
よ
」

由
佳
、
慌
て
て
耕
太
の
腕
を
つ
か
む
。

由
佳
「
何
言
い
ゆ
う
が
。
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
か
ら
、
も

ん
て
来
た
が
や
に
」

耕
太
「
危
篤
や
言
う
き
や
。
俺
が
来
た
こ
と
、
お
姉

ち
ゃ
ん
か
ら
、
言
う
ち
ょ
っ
て
」

由
佳
「
い
や
や
、
自
分
で
言
う
た
ら
え
え
や
い
か
」

耕
太
「
俺
の
顔
見
た
ち
、嬉
し
ゅ
う
も
な
い
ろ
う
き
」

由
佳
「
そ
ん
な
こ
と
、
な
い
ち
や
。
ほ
ら
、
座
り
や
、

座
り
や
。
え
え
も
ん
、
買
う
て
来
ち
ゃ
っ
た
き
」

耕
太
、
ふ
て
腐
れ
た
顔
で
座
る
。

由
佳
、
ビ
ニ
ル
袋
か
ら
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
と
帽

子
パ
ン
を
出
す
。

耕
太
「（
目
が
輝
く
）
お
お
」

由
佳
「
大
阪
に
は
な
い
が
や
ろ
、
帽
子
パ
ン
」

耕
太
、
帽
子
パ
ン
を
手
に
取
り
眺
め
る
。

耕
太
「
高
知
に
し
か
な
い
ら
し
い
ぜ
」

由
佳
「
知
ら
あ
っ
た
ぜ
ね
え
」

耕
太
、
帽
子
の
鍔
の
部
分
を
器
用
に
か
じ
る
。

由
佳
「
お
父
さ
ん
、
偉
そ
う
に
し
ゆ
う
け
ど
、
ほ
ん

と
は
、
あ
ん
た
の
こ
と
心
配
し
ゆ
う
が
ぜ
」

耕
太
「
俺
は
、
絶
対
、
あ
ん
な
自
己
ち
ゅ
う
の
男
に

だ
け
は
な
り
と
う
な
い
き
」

由
佳
「
ふ
う
ん
」

耕
太
「
な
ん
ぜ
」

由
佳
「
あ
ん
た
の
帽
子
パ
ン
の
食
べ
方
」

耕
太
「
そ
れ
が
、
ど
う
い
た
」

由
佳
「
お
父
さ
ん
と
、
お
ん
な
じ
や
き
」

耕
太
「
ほ
っ
ち
ょ
け
」

由
佳
「
そ
の
台
詞
も
、
お
ん
な
じ
」

耕
太
「
帽
子
パ
ン
は
、
縁
が
美
味
い
が
や
き
」

由
佳
「
縁
だ
け
食
べ
て
、
真
ん
中
残
い
て
、
お
父
さ

ん
に
、間
違
う
ち
ゅ
う
っ
て
、よ
う
怒
ら
れ
よ
っ
た
」

悔
し
そ
う
な
表
情
の
耕
太
、
残
り
の
パ
ン
を

口
に
突
っ
込
み
、
喉
に
詰
ま
ら
せ
る
。

由
佳
「
も
う
、
そ
れ
ま
で
お
ん
な
じ
や
」

看
護
師
が
、
入
り
口
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
、

看
護
師
「
西
田
さ
ん
。
お
父
さ
ん
、
お
部
屋
に
戻
り

ま
し
た
よ
」

由
佳
「
あ
、
ど
う
も
。（
耕
太
に
）
ほ
ら
、
行
く
よ
」

耕
太
、
咳
払
い
し
て
立
ち
上
が
る
。

〈
終
〉

正しい帽子パンの食べ方

朱
は ね ず

花かの子
（作家集団Ｋ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×四国

※クラス名は応募時の所属です
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆ 10 月 東海地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

昨
年
10
月
28
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
９
回
「
47
行

の
物
語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」

（
対
象
地
区
：
東
海
地
区
）
は
、
応
募
総
数
１
５
８

編
（
愛
知
県
62
編　

静
岡
県
47
編　

三
重
県
14
編

岐
阜
県
14
編　

不
明
22
編
）
を
集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
次
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、

愛
知
県
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
い
ず
み
吉
絋

氏
が
行
い
、
最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。
最

優
秀
作
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
い
ず
み
吉
紘
氏
の

審
査
評
も
掲
載
す
る
。

　

な
お
昨
年
11
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
「
関
東

地
区
」
の
審
査
（
最
終
審
査
員
は
出
身
の
荒
井
修

子
氏
）
は
1
月
28
日
発
行
の
２
０
１
８
年
2
月
号

誌
上
で
発
表
す
る
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
東
海
地
区
」

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
活
き
活
き

い
ず
み
吉
紘
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
ご
は
ん
）

★
10
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
似
た
も
の
同
士
』

萩
原
幸
子

　

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
の
傾
向
と
し
て
、
登

場
人
物
が
感
傷
に
ふ
け
る
作
品
が
多
い
中
、『
似
た

も
の
同
士
』
は
お
互
い
に
一
歩
も
譲
ら
な
い
嫁
姑
の

人
物
像
、
さ
ら
に
姑
の
包
容
力
が
嫁
を
味
方
に
つ
け

て
い
く
と
い
う
オ
チ
ま
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
活
き

活
き
し
て
い
て
最
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
役
者
さ

ん
が
演
じ
て
み
た
く
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
シ
ー
ン

に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
ホ
オ
ノ
キ
の
思
い
出
』
は
感
情
が
あ
ま
り
表
に
は

出
て
来
な
い
も
の
の
、
朴
葉
味
噌
を
食
べ
て
み
た
く

な
る
、
い
い
Ｃ
Ｍ
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ

て
く
れ
る
作
品
で
し
た
。『
春
の
ひ
じ
き
』
は
機
転

の
き
く
民
宿
の
女
将
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
よ
く
、

彼
女
の
心
情
を
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
描
く
と
さ
ら

に
い
き
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

無
骨
な
職
人
肌
の
水
産
業
者
を
描
い
た
『
こ
み
上

が
る
モ
ノ
を
呑
み
込
ん
で
』
も
地
に
足
が
つ
い
た
人

物
が
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
い
ま
し
た
し
、『
最
後

の
晩
餐
』
は
夫
婦
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
前
後
の

シ
ー
ン
が
と
て
も
気
に
な
り
、
両
作
品
と
も
あ
と
一

歩
踏
み
込
ん
で
描
く
と
、
作
品
と
し
て
完
成
さ
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。

蒼
太
れ
い
じ

小
口　

佳
月

落
合
香
緒
里

加
藤　

涼
子

栗
山　

恵
子

鹿
野　

純
一

杉
田　

鮎
美

萩
原　

幸
子

美　
　
　

苗

山
田　

圭
奈

山
久　
　

友

藁
品　

優
子

『
俺
た
ち
、
沼
津
っ
子
』（
生
し
ら
す
丼
）

『
塩
の
果
実
』（
メ
ロ
ン
の
漬
け
物
）

『
こ
み
上
が
る
モ
ノ
を
呑
み
込
ん
で
』（
あ
ま
ご
茶
漬
け
）

『
春
の
ひ
じ
き
』（
生
ひ
じ
き
）

『
ふ
わ
ふ
わ
優
し
い
伊
勢
う
ど
ん
』（
伊
勢
う
ど
ん
）

『
ヤ
ク
ザ
と
味
噌
カ
ツ
』（
味
噌
カ
ツ
）

『
ひ
つ
ま
ぶ
し
な
愛
』（
ひ
つ
ま
ぶ
し
）

『
似
た
も
の
同
士
』（
ど
て
煮
）

『
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
』（
蜜
柑
飯
）

『
ホ
オ
ノ
キ
の
思
い
出
』（
朴
葉
味
噌
）

『
小
倉
ト
ー
ス
ト
な
２
人
』（
小
倉
ト
ー
ス
ト
）

『
最
後
の
晩
餐
』（
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
）
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〈
人　
　

物
〉

伊
藤
裕
美
子
（
56
）
専
業
主
婦

伊
藤
佳よ
し

乃の

（
29
）
裕
美
子
の
息
子
の
嫁

伊
藤　

一は
じ
め（
29
）
裕
美
子
の
息
子
、
佳
乃
の
夫

○
伊
藤
家
・
台
所

伊
藤
裕
美
子
（
56
）
と
伊
藤
佳
乃
（
29
）、

料
理
を
し
て
い
る
。

鍋
の
中
は
味
噌
を
煮
込
ん
で
い
る
。

裕
美
子
「
ど
て
煮
に
は
八
丁
味
噌
。
他
の
、
安
い
の

じ
ゃ
ダ
メ
よ
」

佳
乃
「
は
ー
い
…
…
」

佳
乃
の
足
下
に
は
半
額
シ
ー
ル
の
貼
っ
て
あ

る
新
し
い
味
噌
の
パ
ッ
ク
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
て
い
る
。

佳
乃
は
足
で
そ
れ
を
そ
っ
と
隅
に
隠
す
。

裕
美
子
「
一
も
小
さ
い
頃
か
ら
こ
れ
が
好
き
で
ね
。

佳
乃
さ
ん
に
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
の
を
覚
え
て
欲
し

い
の
よ
」

裕
美
子
は
茹
で
て
あ
る
豚
肉
を
鍋
に
入
れ
る
。

佳
乃
「
豚
肉
な
ん
で
す
ね
え
。
こ
の
方
が
安
上
が
り

か
も
。
実
家
で
は
牛
す
じ
で
し
た
か
ら
」

裕
美
子
「
あ
、
そ
う
…
…
」

佳
乃
が
鍋
に
き
ざ
ん
だ
大
根
や
人
参
、
こ
ん

に
ゃ
く
を
入
れ
よ
う
と
す
る
。

裕
美
子
「
そ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
入
れ
た
ら
、
味
が
変

わ
っ
ち
ゃ
う
わ
よ
」

佳
乃
「
一
さ
ん
は
こ
の
方
が
美
味
し
い
っ
て
言
っ
て

ま
し
た
よ
」

佳
乃
は
す
ば
や
く
材
料
を
鍋
に
入
れ
て
ふ
た

を
す
る
。

二
人
、
黙
っ
て
に
ら
み
合
う
。

伊
藤
の
声
「
美
味
そ
う
だ
な
」

伊
藤
一
（
29
）
が
顔
を
出
す
。

裕
美
子
と
佳
乃
は
笑
顔
で
返
事
を
す
る
。

佳
乃
「
一
さ
ん
、
お
義
母
さ
ん
が
美
味
し
い
作
り
方

を
教
え
て
く
れ
て
る
の
よ
」

裕
美
子
「
私
が
教
え
る
こ
と
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
い

わ
よ
」

伊
藤
「
う
ち
は
嫁
姑
、
仲
良
く
て
よ
か
っ
た
な
あ
」

伊
藤
は
機
嫌
よ
く
去
っ
て
い
く
。

す
ぐ
に
裕
美
子
と
佳
乃
か
ら
笑
顔
が
消
え
る
。

佳
乃
、
た
め
息
を
つ
く
。

裕
美
子
「
父
親
そ
っ
く
り
。
似
た
よ
う
な
嫁
を
選
ぶ

と
こ
ろ
も
」

佳
乃
「
似
た
者
同
士
…
…
」

裕
美
子
、
鍋
の
中
身
を
か
き
ま
ぜ
る
。

裕
美
子
「
た
ま
に
は
安
い
味
噌
で
も
良
い
か
も
ね
」

裕
美
子
、
佳
乃
の
足
下
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
見

る
。
佳
乃
、
ぺ
ろ
っ
と
舌
を
出
す
。

佳
乃
「
豚
も
良
い
で
す
よ
ね
。
た
ま
に
は
」

裕
美
子
「
煮
ち
ゃ
え
ば
一
緒
だ
も
の
」

二
人
、
く
す
っ
と
笑
い
合
う
。

〈
終
〉

似たもの同士

萩原幸子
（作家集団Ｆ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×東海

※受賞者のクラス名は応募時の所属です
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シナリオ・センター創立47周年47リオの年記念
日本中の人にシナリオを書いてもらいたい

「ごはん」×地域で、47行の物語を紡げ！
・年間最優秀「47 行の物語」賞　47,000 円＋副賞
・月間最優秀作品　4,700 円＋月刊シナリオ教室掲載
・月間最優秀作品の審査は、各地区代表の出身ライター

☆★☆ 11月 関東地区の審査結果発表☆★☆

審
査
経
過

　

11
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ
た
第
10
回
「
47
行
の
物

語
～
47
都
道
府
県
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
～
」（
対

象
地
区
：
東
京
を
除
く
関
東
地
区
）
は
、
応
募
総
数

１
１
６
編
（
神
奈
川
県
33
編　

千
葉
県
19
編　

埼
玉

県
17
編　

茨
城
県
15
編　

群
馬
県
15
編　

栃
木
県
13

編　

不
明
３
編　

除
外
１
編
）
を
集
め
た
。

　

そ
の
中
か
ら
次
の
12
編
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　

最
終
審
査
は
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
出
身
で
、
千

葉
県
出
身
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
荒
井
修
子
氏
が
行

い
、最
優
秀
作
１
編
が
選
出
さ
れ
た
。最
優
秀
作
を
掲

載
す
る
と
共
に
、荒
井
修
子
氏
の
審
査
評
も
掲
載
す
る
。

　

今
回
の
10
回
目
で
コ
ン
ク
ー
ル
は
終
了
だ
が
、
年

間
最
優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

最
終
審
査
評

「
47
行
の
物
語
・
ご
は
ん
＆
関
東
地
区
」

歯
切
れ
良
い
セ
リ
フ
と
掛
け
合
い
の
面
白
さ

荒
井
修
子
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

審
査
結
果
発
表

（
以
上
五
十
音
順　

敬
称
略
）

●
最
終
審
査
候
補
作
品
12
編

（
カ
ッ
コ
内
は
採
り
上
げ
た
ご
は
ん
）

★
11
月
の
月
間
最
優
秀
作

『
抑
え
き
れ
な
い
郷
土
愛
』
西
出
拓
也

　
「
ご
は
ん
＋
地
域
な
ら
で
は
の
特
性
」
が
生
か
さ
れ

て
い
た
。
題
材
を
宇
都
宮
＝
餃
子
に
し
た
こ
と
も
わ

か
り
や
す
く
、
宇
都
宮
の
男
が
自
分
は
東
京
寄
り
で
、

友
人
の
郡
山
の
男
を
田
舎
者
扱
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
も
面
白
み
が
出
て
い
た
。

　

宇
都
宮
の
男
は
自
分
は
郷
土
愛
な
ど
な
い
と
し
な

が
ら
、
つ
い
餃
子
の
食
べ
方
に
拘
っ
た
り
、
隠
し
て

は
い
る
が
浜
松
餃
子
と
張
り
合
っ
て
い
た
り
し
て
、

ち
ゃ
ん
と
オ
チ
も
つ
い
て
い
た
。
文
字
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
他
作
品
が
情
景
や
感
情
を
直
接
的
に
伝

え
よ
う
と
セ
リ
フ
が
説
明
的
で
あ
っ
た
り
、
短
い
中

に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
ろ
う
と
し
て
言
葉
足
ら
ず
に
な

る
傾
向
に
あ
る
中
、
シ
ー
ン
の
要
点
を
絞
っ
て
歯
切

れ
良
い
セ
リ
フ
で
端
的
に
郷
土
愛
を
示
し
た
手
法
が

良
か
っ
た
。
掛
け
合
い
の
面
白
さ
も
作
れ
て
い
た
。

宇
都
宮
に
愛
着
な
ん
か
な
い
と
し
な
が
ら
も
し
っ
か

り
愛
着
を
持
っ
て
い
る
様
が
描
か
れ
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
人
間
味
を
感
じ
た
。

　

上
位
に
挙
げ
た
作
品
は
２
位
以
下『
変
わ
ら
ぬ
味
』 

田
中
理
恵
さ
ん
、『
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
』 

潮
楼

奈
和
さ
ん
、『
落
花
生
』 

飯
塚
さ
ゆ
り
さ
ん
、『
房
の

秋
』 

蒼
太
れ
い
じ
さ
ん
で
あ
る
。

蒼
太
れ
い
じ

愛
知
　
　
恋

飯
塚
さ
ゆ
り

石
川
理
映
子

上
西
　
利
明

鬼
武
　
桂
子

潮
桜
　
奈
和

宍
戸
　
　
望

田
中
　
理
恵

西
出
　
拓
也

大
和
谷
　
均

吉
野
　
　
治

『
房
の
秋
』（
ゆ
で
落
花
生
）

『
肉
ま
ん
！
』（
肉
ま
ん
）

『
落
花
生
』（
落
花
生
）

『
埼
玉
の
う
ど
ん
』（
う
ど
ん
）

『
暑
中
、
私
を
伺
っ
て
』（
耳
う
ど
ん
）

『
男
の
朝
飯
』（
藁
納
豆
）

『
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
』（
モ
ツ
煮
）

『
半
ド
ン
の
日
の
た
こ
せ
ん
べ
い
』（
た
こ
せ
ん
べ
い
）

『
変
わ
ら
ぬ
味
』（
ひ
も
か
わ
う
ど
ん
と
お
や
き
）

『
抑
え
き
れ
な
い
郷
土
愛
』（
宇
都
宮
餃
子
）

『
た
だ
い
ま
ぁ
』（
餃
子
ド
ッ
グ
）

『
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
殺
人
事
件
』（
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
）
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〈
人　
　

物
〉

杉
山　

剛
（
30
）
会
社
員
・
宇
都
宮
出
身

鈴
本　

紘
一
（
30
）
杉
山
の
友
人

○
餃
子
の
み
ん
み
ん
・
中

お
客
さ
ん
で
満
席
の
店
内
。
店
員
が
慌
た
だ

し
く
餃
子
を
運
ん
で
い
る
。

杉
山
剛
（
30
）
と
鈴
本
紘
一
（
30
）
が
カ
ウ

ン
タ
ー
に
座
り
、
餃
子
を
待
っ
て
い
る
。

杉
山
「
何
年
ぶ
り
か
ね
ぇ
。
な
に
？　

出
張
？
」

鈴
本
「
明
日
東
京
で
さ
。
通
り
道
だ
し
ち
ょ
う
ど
い

い
や
と
思
っ
て
」

杉
山「
サ
シ
飲
み
は
学
生
以
来
か
。
郡
山
寒
い
だ
ろ
」

鈴
本
「
い
や
、宇
都
宮
と
そ
ん
な
に
変
わ
ん
な
い
よ
」

　
　
　

杉
山
の
表
情
が
一
瞬
変
わ
る
。

杉
山
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
だ
ろ
う
。
宇
都
宮
は
関
東

だ
か
ら
な
。
天
気
も
関
東
の
予
報
見
る
し
。
な
ん

だ
か
み
ん
な
東
京
向
い
て
ん
だ
よ
」

鈴
本
「
へ
え
、
な
ら
東
京
に
通
っ
て
る
人
も
い
る

の
？
」

杉
山
「
い
る
い
る
！　

沢
山
い
る
よ
。
ま
あ
ち
ょ
っ

と
遠
い
け
ど
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
み
た
い
な
も

ん
か
ね
。
そ
の
代
わ
り
、
地
元
に
興
味
な
い
人
が

多
い
ん
だ
わ
」

鈴
本
「
あ
あ
、
昼
間
県
外
で
ち
ゃ
う
か
ら
？　

せ
っ

か
く
餃
子
と
か
有
名
な
物
あ
る
の
に
な
」

杉
山
「
ま
あ
俺
も
宇
都
宮
に
な
ん
の
愛
着
も
な
い
ん

だ
け
ど
ね
。
正
直
餃
子
に
も
何
も
感
じ
な
い
し
」

店
員
が
餃
子
を
運
ん
で
く
る
。
鈴
本
が
小
皿

に
醤
油
と
酢
を
入
れ
、
酢
の
ビ
ン
を
戻
そ
う

と
す
る
と
、
杉
山
が
鈴
本
の
手
を
止
め
る
。

杉
山
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
今
ど
れ
位
入
れ
た
？
」

鈴
本
「
え
？　

な
に
？
」

杉
山
「
酢
だ
よ
。
少
な
い
だ
ろ
。
基
本
は
７な
な

３さ
ん

だ
よ
。

な
な
さ
ん
」

鈴
本
「
な
な
さ
ん
く
ら
い
だ
け
ど
…
…
」

杉
山
「
違
う
よ
、
酢
が
７
、
醤
油
が
３
だ
よ
」

　
　
　

鈴
本
の
小
皿
に
酢
を
足
す
杉
山
。

杉
山
は
満
足
げ
な
表
情
で
、
鈴
本
に
食
べ
る

よ
う
に
促
し
、
２
人
で
食
べ
始
め
る
。

鈴
本
「
う
ま
い
！　

や
っ
ぱ
本
場
は
違
う
な
」

杉
山「
そ
う
か
？　
そ
ん
な
感
じ
た
こ
と
な
い
け
ど
な
」

鈴
本
「
こ
の
前
さ
、
出
張
で
浜
松
行
っ
た
ん
だ
け
ど
」

浜
松
と
聞
い
た
瞬
間
に
箸
が
止
ま
る
杉
山
。

鈴
本
「
あ
そ
こ
の
餃
子
も
美
味
か
っ
た
わ
！
」

杉
山
「
は
、
浜
松
も
餃
子
が
有
名
な
ん
だ
っ
け
？
」

餃
子
を
一
口
で
食
べ
る
杉
山
。

鈴
本
「
あ
れ
？　

知
ら
な
い
の
？　

い
つ
も
宇
都
宮

と
浜
松
で
日
本
一
を
争
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
」

杉
山
「
へ
え
、
た
か
が
餃
子
で
意
味
分
か
ん
な
い
な
」

鈴
本
が
餃
子
を
箸
で
掴
み
、
両
面
を
見
る
。

鈴
本
「
浜
松
の
餃
子
は
も
う
ち
ょ
っ
と
…
…
」

杉
山
「
両
面
焼
く
の
は
餃
子
と
は
言
え
ん
だ
ろ
」

鈴
本
「
そ
う
そ
う
！　

両
面
焼
き
！
…
ん
？
」〈
終
〉

抑えきれない郷土愛

西出拓也
（研修科ＺＲ）

最優秀賞

課題
「ごはん」×関東

※受賞者のクラス名は応募時の所属です



月間最優秀賞をお読みいただき、ありがとうございます。 

年間最優秀作品を 1作品お選びください。Web及び投票箱にて投票できます。 

投票は、3/31（土）～4/7（土）20時までとなります。 

 

投票はこちらから https://goo.gl/forms/Ag48BbVHG0kNVoM62 

（3/31以降、Googleの投稿フォームに遷移します） 

 

2月月間最優秀作 『あご出汁の味噌汁』小檜山 長代（対象地区：九州・沖縄） 

 

3月月間最優秀作 『はれの日の朝』有坂 尚子（対象地区：東北） 

 

4月月間最優秀作 『マモル』山下エリカ（対象地区：東京） 

 

5月月間最優秀賞 『かかの醤油おこわ』田中理恵（対象地区：北陸・甲信越） 

 

6月月間最優秀賞 『ふくの料理』横内 治（対象地区：中国地方） 

 

7月月間最優秀賞 『酪農一家のイクラ丼』三浦優子（対象地区：北海道） 

 

8月月間最優秀賞 『小正月』北辻 類（対象地区：近畿） 

 

9月月間最優秀賞 『正しい帽子パンの食べ方』朱花かの子さん（対象地区：四国） 

 

10月月間最優秀賞 『似たもの同士』萩原幸子さん（対象地区：東海） 

 

11月月間最優秀賞 『抑えきれない郷土愛』西出拓也（対象地区：関東 東京を除く） 

 

【年間最優秀賞 決定イベント開催！】 

各月の審査委員の方々をゲストに 4/13（金）LOFT9 Shibuya にて、 

『シナリオ熟』開催！詳細は、下記 URLからご確認ください。 

イベント詳細：http://www.scenario.co.jp/online/21225/ 

https://goo.gl/forms/Ag48BbVHG0kNVoM62
http://www.scenario.co.jp/online/21225/
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